
事業概要シート

≪　≫は、29年度の当初予算

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

担当課 企画政策部　企画政策課 問合せ先 0957-53-4111（内線226）

一般財源 1,094 千円

（目的）
アドバイザー及び創生会議メンバーから経済、教育、文化、スポーツ及び企業、コンベンション誘致等に
関して広く意見を聴き、本市の更なる振興を図る。

（概要）
大村の未来アドバイザー会議を年１回開催、若手で構成する大村創造会議を年数回開始し、市長と意見交
換を行う。

（対象）
市の課題、政策、施策、事業等

大村市出身又は大村にゆかりのある方を市のアドバイザー等とし、市政等について広く意見を聴取し、事
業化に結びつけ、本市の振興発展に役立てる。
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現状維持 予算額

大村の未来

アドバイザー

会議

大村創造

会議

意
見
聴
取
・
事
業
化

市
の
振
興
・
発
展
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】

2,932 13,816

1次評価 担当者意見のとおり

フルコスト 2,045 1,094 1,805 3,008 2,932

2次評価 1次評価意見のとおり

妥当性
(市の関与)

市の政策等への意見を聴くことは、地域の活性化など市の振興に寄与するものであるため、
市が積極的に関与すべきである。

有効性
(施策貢献度)

これまでの顧問提案の「英語力日本一のまちづくり」、「歴史を活かした観光振興計画」等
が事業化されており、市の振興に大いに貢献している

効率性
(コスト)

会議メンバーは無報酬での参加であり、削減の余地はない。

10h 36h
嘱託員 0.00人

時間外勤務 3h 3h 10h 10h

1,838 9,186
職員 0.20人 0.15人 0.15人 0.25人 0.25人 0.25人 1.25人
人件費 1,517 1,058 1,097 1,838 1,838

0
一般財源 528 36 708 1,170 1,094 1,094 4,630
その他

0
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1,094 4,630
国庫支出金 0
事業費 528 36 708 1,170 1,094
年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 合計

目標値

H32
(目標)

創造会議の開催回数

市政に対する意見を市の施策に反映さ
せ、施策の質の向上を図る。

目標値 件 0 1 1 1 1

指標名 単位
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目標値 回 1 2 2
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1 1

2 2

アドバイザー会議の開催回数 目標値 回 1 1 1

指標名 単位
H28
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H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)


